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No.243東京2020オリンピックの聖火でトーチキス

浜田市内を聖火でつなぐ



東京大会では日本選手団の
旗手を務める
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1919年国分町に生まれる。1932年
浜田中学校（現浜田高等学校）に入学。

在学中、全日本中等学校体操選手
権において団体優勝し、個人では２
位となる。1937年日本体育会体操学
校（現日本体育大学）に入学。

竹 本 正 男 さん
（1919～2007）

体操選手

上 迫 忠 夫 さん
（1921～1986）

体操選手

福 井　誠 さん
（1940～1992）

水泳選手

オリンピックでの成績
　１９５２年　ヘルシンキ大会　種目別徒手（ゆか）/銀、跳馬/銅

1940年元浜町に生まれる。幼い頃
から水泳を教わり、浜田市立第二中
学校２年生の時に島根県中学総体
200ｍ自由形で優勝。３年生で全国
大会に出場、200ｍ自由形で優勝し
日本一となる。

浜田高等学校に入学するもプール

オリンピックでの成績
　１９６０年　ローマ大会　８００ｍ自由形リレー /銀
　１９６４年　東京大会　　８００ｍ自由形リレー /銅

在学中に全日本体操選手権で初
優勝し、以降９回の優勝を果たす。

1954年、35歳で出場した世界体
操競技選手権ローマ大会の徒手
（現在のゆか）で優勝、体操では
五輪、世界選手権を通じて日本人
で初の金メダリストとなった。

がない環境で練習。
３年生の時にプールが完成し、

同年日本選手権２位、全国高校総
体では自己新記録で優勝を果たす。
1958年八幡製鉄に入社後もアジア
大会で優勝するなど、国際選手と
して活躍する。

浜田市出身のメダリスト

オリンピックでの成績
　１９５２年　ヘルシンキ大会　種目別跳馬/銀
　１９５６年　メルボルン大会　団体/銀　種目別平行棒/銅、
　　　　　　　　　　　　　吊環（つり輪）/銅、鉄棒/銅
　１９６０年　ローマ大会　　　団体/金、種目別鉄棒/銀

1921年浅井町に生まれる。1935年
浜田中学校（現浜田高等学校）に入学。

在学中、２年先輩の竹本選手の体
操を見て触発される。1942年に日本
体育会体操学校（現日本体育大学）
を繰り上げ卒業し戦地へ。

終戦後まもなくして浜田に帰り、
浜田水産高等学校で教壇に立ちな
がら浜田市体操連盟を創立し、体
操教育に力を注ぐ。1950年日米体
操選手権大会に出場。1952年には
念願のオリンピックに竹本選手と
共に出場を果たす。

小川 徹さん（第２走者）

山本 智文さん（第３走者）

齋藤 博之さん（第１走者）

木村 佳苗さん（第12走者）齋藤 憲嗣さん（第５走者）

　東京 2020 オリンピックの島根
県内での聖火リレーが、5 月 15
日㈯から 16 日㈰にかけて実施さ
れました。

東京２０２０オリンピック

聖火リレー
　浜田市では 15 日㈯に、山陰浜
田港公設市場前をスタートし、浜
田市役所前までの約 2.6㎞を聖火
でつないで走りました。

豊田 知世さん（第４走者）
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浜田ジュニア陸上教室から三浦選手へ
応援メッセージを送りました。
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三浦選手へエールを送ろう
　各大会で好成績を収め、日本記
録保持者となった三浦選手。

今後のさらなる活躍に期待し、
ふるさと浜田から応援しましょう。
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小中学校時代の活躍
　三浦選手は、浜田ジュニア陸上教室
（運営：浜田市陸上競技協会）出身で、
小学生の頃から多くの大会で好成績を
収めています。

オリンピックでの活躍を目指す
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◇プロフィール◇
　　名　　前：三浦龍司
　　生年月日：２００２年２月11日
　　出 身 地：上府町
　　出 身 校：
　　　【小 学 校】国府小学校
　　　【中 学 校】浜田東中学校
　　　【高等学校】洛南高等学校(京都府)
　　現 所 属：順天堂大学スポーツ健康科学部
　　　　　　  同大学陸上競技部

三浦 龍司 選手に
エールを送ろう
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しおかぜ駅伝の表彰を受ける三浦選手

長い時は30㎞以上走りました。
怪我をしないよう体力づくり（筋トレ）に

も励み、走るための筋力アップに「鉄棒」が
効率的だと大学の監督から教わったそうです。

コロナ禍でも鍛錬を欠かさず
新型コロナウイルス感染拡大により大学寮

が閉鎖したため、一人で練習を行いました。
　練習は午前中と午後の２回、内容はロード
での練習を中心に、距離は短くても16㎞、

「織田記念」に出場
浜田市の応援団もかけつけました 自作の鉄棒で

トレーニング
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新型コロナウイルス感染症の影響

介護保険料が減免となります
減免の対象と減免額

減免の対象者 減免額
①新型コロナウイルス感染症により、世帯の主た

る生計維持者が死亡、又は重篤な傷病を負った
世帯の人

対象保険料の全額を減免

②新型コロナウイルス感染症の影響により、世帯
の主たる生計維持者に収入減少が見込まれる、
次のア・イの両方を満たす世帯の人

　ア　主たる生計維持者の事業収入や給与収入な
　どの収入額が、令和２年に比べて30％以上減
　少する見込みであること

　イ　減少が見込まれる所得以外の、令和２年中
　の所得の合計が400万円以下であること

※　下のフローチャートでご確認ください

下記計算式により対象保険料額をＤとしたとき、
・主たる生計維持者の令和２年中の合計所得額が210万円以下
　→Ｄ全額を減免
・主たる生計維持者の令和２年中の合計所得額が210万円を
　超える→Ｄの80％を減免

※　ただし、世帯の主たる生計維持者が事業などの廃止や失業した場合は、所得金額にかかわらず
対象保険料額の全額を減免します

令和３年４月１日から令和４年３月
31日までに納期限が設定された介護保
険料

対象となる保険料

減免適用には、申請書などの提出が
必要となります。郵送申請も可能です
が、所得や収入がわかる資料の添付が
必要です。

詳細についてはお問い合わせくださ
い。

申請方法

問合せ
　浜田地区広域行政組合　介護保険課
　☎�１５２０

収入減少に対する
減免対象判定フローチャート

世帯の主たる生計維持者の次の①～④のいずれかの収入が、
令和２年中（※１）と令和３年中（※２）の見込みを比較し、
30％以上減少する見込みである。
①事業（農業・営業）収入　　②不動産収入
③給与収入　　　　　　　　　④山林収入

30％以上の減収が見込まれる上記
①～④の収入に係る令和２年中の
所得額は赤字（０円以下）となっ
ていない。

減収が見込まれる上記①～④の
収入以外で令和２年中の所得の
合計は400万円以下である。

全額又は一部減免となる
可能性があります 減免の対象となりません

は　い

は　い

は　い

い
い
え

いいえ

いいえ

※１　令和２年中（令和２年１月～１２月）
※２　令和３年中（令和３年１月～１２月）

（計算式）対象保険料額Ｄ＝Ａ×Ｂ/Ｃ
　Ａ：介護保険料額
　Ｂ：主たる生計維持者の減少することが見込まれる
　　　事業などにかかる前年の所得額
　Ｃ：主たる生計維持者の前年の合計所得額

により、要件を満たす人は

6広報はまだ：令和３年７月号

新型コロナウイルス感染症の影響により、オープ
ンを延期していた商業棟が７月２２日の「海の日」に
オープンします。

１階には、水産加工品や農産品、工芸品などの地
元特産品に加え、併設の「どぶろく工房」で醸造す
るどぶろくやビールが販売されます。

２階のフードコートでは、「めし処ぐっさん（和
食）」、「㈱EVENTOS（洋食）」、「台湾料理萬盛（中
華）」の３店舗が、浜田漁港で水揚げされた水産物
を使用した様々なメニューを用意しています。

■営業時間　仲買棟　午前８時～午後３時
　　　　　　商業棟　午前９時～午後６時
　　　　　　※　営業時間変更の可能性あり
■ 休 業 日　仲買棟　毎週土曜日、市場公休日
　　　　　　※　一部営業店舗あり
　　　　　　商業棟　毎週火曜日

７ (祝)月 日２２ グランドオープン
3月にオープンした「仲買棟」に続き、「商業棟」がオープンします

問合せ
　水産振興課水産係　☎�９５２０
　はまだお魚市場　　☎�７１１１

オープニングイベント
■開 催 日 ７月22日㈷、23日㈷
■内　　容　ＢＵＹ浜田昼市、石見神楽上演、
　　　　　　県内ゆるキャライベント（２２日のみ）など
※　最新情報は、市ホームページでご確認ください

市ホームページ

海辺のどぶろく（どぶろく工房） のどぐろ炙り丼（めし処ぐっさん） 各種地域特産品

浜田漁港で水揚げされた鮮魚

ここにしかない、とびっきりいいもの。

※　商品はイメージです
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熱心に筆を執る生徒

食べられる山野草を収集する

百歳体操をする

　５月７日㈮、和田地区において、旭中学校の全校生徒による
スケッチ大会が行われました。
　開始にあたり生徒会から「自分たちが大好きな地域に感謝し
て描きましょう」と呼びかけがあり、続いて和田まちづくりセ
ンター長の早田末男さんから津和野街道をはじめ、地域にゆか
りのある歴史と魅力が紹介されました。
　生徒たちは、旧和田郵便局や八幡宮などお気に入りの場所を
見つけ、郷土の良さや自然の美しさに触れながら、一枚の画用
紙に思いを込めて情景を描いていました。

　４月27日㈫、井野まちづくりセンターで、まちづくり推進委
員会ＩＮＯが、井野がひとつの輪となるようにとの願いを込め
て企画した「いのまるマーケット」が開催されました。
　この日は、浜田市社会福祉協議会が介護予防として普及して
いる百歳体操や脳トレ、移動販売による出店、健康相談ブース
などがありました。
　来場者は、体操で汗を流したり、買い物を楽しむなど、思い
思いに過ごしていました。

　４月23日㈮、小学生による山野草探しが、安城・杵束の両ま
ちづくりセンターの企画で行われました。ボランティアの地域
住民から、食べられる山野草の説明を聞きながら、春の味覚を
探しました。
　普段通っている小学校の周辺で春の食材を探す作業に、子ど
もたちは興味津々で楽しんでいました。
　その後、収集した山野草の天ぷらと、たけのこご飯を試食し
ました。山野草の味に「おいしい」「苦い」などと歓声を上げ
ながら、自分たちで見つけた春を味わいました。

　４月22日㈭、石見まちづくりセンターで、石見幼稚園の園児
16人が参加し、こいのぼりの掲揚が行われました。
　これは、同センターが園児との交流を深めるために企画した
もので、園児がロープを引っ張ると、こいのぼりは空に高く揚
がり、元気よく泳ぎ出しました。その後、園児は「こいのぼり」
の歌を大きな声で合唱しました。
　園児が作成したこいのぼりも２匹あり、青空に泳ぐこいのぼ
りをつかもうとジャンプしたり、見上げたりしていました。

ふるさと再発見
～　旭中学校スケッチ大会　～

あさひ

弥栄の春をみつけよう
～　小学生の山野草探し　～

やさか

井野がひとつの輪となるように
～　いのまるマーケット　～

みすみ

青空に泳ぐこいのぼり
～　こいのぼりを揚げよう　～

はまだ

トーチを手に走る陸上教室の生徒

新緑を眺めながらウォーキングする

感謝と豊作を願った田植え学習

　５月22日㈯、浜田市東公園で、浜田ジュニア陸上教室に通う
小学生約70人が、東京2020オリンピック聖火リレーで使用され
たトーチをバトン代わりにして、リレーを行いました。これは、
５月15日㈯に浜田市で行われた聖火リレーで、第１走者を務め
た齋藤博之さんの「子どもたちに聖火のトーチを持って走って
もらいたい」との思いを受け、陸上教室が企画したものです。
　トーチを手にした子どもたちは、笑顔で手を振りながら走る
など、聖火ランナーの気分を味わっていました。

　５月19日㈬、波佐小学校校門前の田んぼで、児童と地域の人
約30人が参加して、田植え学習を行いました。
　児童は波佐保育園園児の太鼓と、地域の人が唄う「田植えば
やし」を聞きながら、おいしいお米ができることを願って植え
ました。残った苗は、田んぼのでこぼこを整える「えぶり」と
いう道具を立てた上に乗せ、地域に伝わる豊作祈願をしました。
　田植えのあとは、波佐まちづくりセンターが用意した、捧の
葉で包まれた「豆むすび」を食べながら、田植えにまつわる話
やその由来などを聞き、地域の伝統を学びました。

　５月16日㈰、体力測定＆健康ウォーキングが行われました。
　これは、例年開催している「体育祭」の代わりに、白砂まち
づくり委員会教育振興部会が、健康づくりと交流を目的に企画
したもので、住民29人が参加しました。
　参加者は、白砂まちづくりセンターから東平原上集会所の往
復４㎞を、新緑を眺めながら１時間かけて歩きました。その後、
握力測定や長座体前屈など４種目の体力測定と、ｉｎｂｏｄｙ
（体組成計）測定を行いました。参加者は、「次の体力測定で
は良い結果を出す」と来年の決意を語っていました。

　５月11日㈫、久佐まちづくりセンターで、「集うデーサロン」
の参加者９人が、家庭内でできる応急手当や対処法について学
びました。
　救急車を呼ぶことになった時、どんな応急手当や対処をすれ
ばいいのか、心臓マッサージの方法や、実際の状況を想定して
の実技、119番のかけ方などを消防署の職員から教わりました。
　参加者は、「心臓マッサージがこんなに大変だとは思わなかっ
た」「実際にできるかは分からないけど知ることは大事」と話
していました。

気分は聖火ランナー
～　陸上教室で聖火リレー　～

はまだ

西条柿の若葉がまぶしい平原ウォーク
～　体力測定＆健康ウォーキング　～

みすみ

おいしいお米ができますように
～　田植え学習　～

かなぎ

応急手当を学びました
～　家庭内でできる応急手当　～

かなぎ

救急法を学ぶ参加者こいのぼりを掲げた園児と保護者
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今月のできごと （令和３年５月）

全国林業後継者大会しまね2021が開催さ
れました（５月29日）

浜田女性ネットワーク総会が開催されま
した（５月28日）浜田地方農林業振興

協議会総会が開催さ

れました（５月27日
）

浜田港清港会理事会・総会が開催されま
した（５月27日）

浜田高等学校定時制・通信制支援協議会
総会が開催されました（5月26日）

全日本同和会島根県連合会定期総会が開
催されました（５月23日）

国際ソロプチミスト浜田チャリティゴル
フ大会が開催されました（５月16日）

東京2020オリンピック聖火リレーが開催
されました（５月15日）

岡本昭二元県議会議長のお別れの会が開
催されました（５月15日）

浜田・江津地区雇用推進協議会総会が開催されました（５月14日）
行政連絡員会議が開催されました（写真
は周布・大麻地区：５月13日）

浜田市文化協会総会が開催されました
（５月８日）

11 広報はまだ：令和３年７月号 10広報はまだ：令和３年７月号

安
全
安
心

７
月
１
日
㈭
か
ら
21
日
㈬
ま

で
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す

こ
れ
か
ら
の
夏
時
季
は
、
行
楽
な

ど
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
、
夏
特
有

の
解
放
感
、
暑
さ
か
ら
く
る
疲
れ
な

ど
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

　
例
年
、
夏
に
は
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

で
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
海
上
保
安
庁
で
は
、
海
を
安
全
に

楽
し
む
た
め
に
、
次
の
事
項
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

遊
泳

・
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
絶
対
に
目
を

離
さ
な
い
。

・
立
入
禁
止
区
域
や
離
岸
流
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
は
泳
が
な
い
。

・
飲
酒
し
た
ら
絶
対
に
泳
が
な
い
。

釣
り

・
あ
ら
か
じ
め
、
家
族
や
友
人
に
、

行
先
と
帰
宅
時
間
を
連
絡
す
る
。

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

・
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
な
ど

の
連
絡
手
段
を
持
っ
て
行
く
。

・
立
入
禁
止
区
域
で
は
行
わ
な
い
。

小
型
船
舶

・
出
発
前
に
、
機
関
の
点
検
や
残
燃

料
を
確
認
す
る
。

・
常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
い
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

・
防
水
パ
ッ
ク
入
り
携
帯
電
話
な
ど

の
連
絡
手
段
を
持
っ
て
行
く
。

・
天
候
や
波
が
荒
れ
て
い
た
ら
、
無

理
を
せ
ず
、
取
り
止
め
る
。

※　
注
意
事
項
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ガ
イ
ド

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
海
上
保
安
部
交
通
課

　
☎
�
０
７
７
２

浜
田
市
が
発
令
す
る
避
難
情

報
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

５
月
20
日
に
施
行
さ
れ
た
災
害
対

策
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
災
害
時

に
浜
田
市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
が

変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
自

宅
の
場
所
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確

認
し
、
避
難
情
報
を
防
災
行
政
無
線

や
防
災
メ
ー
ル
で
受
け
取
っ
た
ら
、

適
切
な
避
難
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル
３

　
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開

始
」
が
「
高
齢
者
等
避
難
」
に
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

※　
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
は
、

危
険
な
場
所
か
ら
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

警
戒
レ
ベ
ル
４

　
「
避
難
勧
告
」及
び「
避
難
指
示（
緊

急
）」
が
、「
避
難
指
示
」
に
一
本
化

さ
れ
ま
し
た
。

※　
全
て
の
人
が
、
危
険
な
場
所
か

ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

警
戒
レ
ベ
ル
５

　
「
災
害
発
生
情
報
」
が
「
緊
急
安

全
確
保
」
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

※　
そ
の
と
き
い
る
場
所
で
、
直
ち

に
安
全
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
変
更
に
伴
い
、
広
報
は
ま
だ

４
月
号
と
合
わ
せ
て
配
布
し
た
、
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
5
ペ
ー
ジ
、

10
ペ
ー
ジ
）
の
警
戒
レ
ベ
ル
の
内
容

も
変
わ
り
ま
す
の
で
、
読
み
替
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
て
、
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
過
労
・
脇
見
運
転
の
防
止

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

地
震
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
近
年
、
全
国
各
地
で
大
き
な
地
震

が
発
生
し
て
お
り
、
地
震
を
起
因
と

し
た
火
災
も
多
く
、
地
震
に
対
す
る

備
え
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

浜
田
市
で
は
、
今
年
度
11
月
と
２

月
に
地
震
体
験
車
で
地
震
の
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
防
災
に
対
す
る
知
識
、
技
術
を
習

得
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
・
令
和
４
年
２
月

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で　

費
用　
無
料

申
込
み
要
件

・
３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
停
車
で
き
る
駐

車
場
、
広
場
が
あ
る
こ
と

・
自
治
会
、
自
主
防
災
会
、
学
校
、

事
業
所
単
位
で
お
お
む
ね
10
人
以

上
の
参
加
者
が
見
込
め
る
こ
と

※　
雨
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※　
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
希

望
に
沿
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

・
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
�
１
１
６
７

・
各
消
防
署

・
各
消
防
出
張
所

７
月
23
日
は

　
「
市
民
防
災
の
日
」
で
す

昭
和
58
年
７
月
20
日
か
ら
23
日
に

か
け
て
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
「
山
陰
豪
雨
災
害
」
の
教
訓
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
次
世
代
に
伝
え
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、市
で
は
、毎
年
７
月
23
日
を
「
市

民
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

市
民
防
災
の
日
に
は
、
防
災
行
政

無
線
に
よ
り
、
犠
牲
に
な
っ
た
人
に

黙
祷
を
さ
さ
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

黙
祷
実
施
日　
７
月
23
日
㈷

浜
田
・
金
城
・
旭
・
弥
栄

午
後
０
時
５
分
ご
ろ

三
隅

　
午
前
７
時
ご
ろ

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
�
９
１
２
２

地震体験車
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ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見
・

駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

７月側溝消毒予定表
日 曜 場所
1 木 浅井町４～６
5 月 浅井町１～３、黒川町１・２
6 火 黒川町３～７
7 水 相生町１～３
8 木 相生町３・４、竹迫町
12 月 杉戸町、笠柄町
13 火 熱田町６～10
14 水 熱田町11～13
15 木 熱田町14、内田町
19 月 長浜町１～８
20 火 日脚町２～６・８・９、周布町
21 水 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
26 月 唐鐘１～９
27 火 国分町１～３、 唐鐘10・11、 下府町４～６・ ８
28 水 下府町１～３・6－１、 上府町伊甘
29 木 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６・ ８
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する

ことがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

犬
・
猫
は
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う

　
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
家
族

の
一
員
と
し
て
大
切
な
存
在
で
す
。

し
か
し
、
飼
い
方
に
問
題
が
あ
り
、

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
一
度
、
犬
・
猫
な
ど
の
飼
い

方
や
し
つ
け
に
つ
い
て
振
り
返
り
、

人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で

　
大
切
な
「
命
」
で
す
。
最
期
ま
で

責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
動

物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

　

苦
情
で
多
い
の
は
、
フ
ン
の
放

置
、鳴
き
声
、放
し
飼
い
な
ど
で
す
。

マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
ち
ん
と
し
つ
け

を
し
ま
し
ょ
う
。

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

　
犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
持
参
し
フ
ン
は
持
ち
帰
っ
て

始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
散
歩
は
、
犬
を
抑
え
ら
れ
る
人
が

連
れ
て
行
き
、
決
し
て
離
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
放
し
飼
い
は
法
律
な
ど

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま

し
ょ
う

飼
い
主
に
は
、
生
涯
1
回
の
登
録

と
毎
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
居
の
際
に
飼

い
犬
も
移
動
す
る
場
合
や
、
飼
い
主

の
変
更
が
あ
る
場
合
は
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
転
出
す
る
場
合
は
、
転

出
先
の
自
治
体
で
飼
い
犬
が
い
る
こ

と
を
伝
え
、
浜
田
市
の
鑑
札
を
持
っ

て
手
続
を
し
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は･･･

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
猫
の
フ
ン
や
尿
で
困
っ
て
い
る
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
猫

の
生
活
環
境
を
整
え
れ
ば
屋
内
で
飼

育
す
る
こ
と
が
で
き
、
周
辺
へ
迷
惑

を
か
け
ず
に
す
み
ま
す
。
ま
た
、
事

故
や
感
染
症
か
ら
猫
を
守
り
、
迷
子

防
止
に
な
り
ま
す
。

繁
殖
制
限
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
多
く
の
猫
が
生
ま
れ
殺
処
分

さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
を
望
ま
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
繁
殖
制
限
手
術
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
市
で
は
猫
の
繁
殖
制

限
手
術
費
用
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は･･･

　
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
や
、
そ
の
猫

の
フ
ン
尿
な
ど
に
関
す
る
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
猫
を

迷
惑
な
存
在
だ
か
ら
と
い
っ
て
捕
獲

や
処
分
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
本
当
に
猫
の
こ
と
を
思
う
な
ら
、

む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
餌
を
与
え
る
な
ら
飼
い
主
と
し

て
の
自
覚
を
持
っ
て
飼
育
し
ま
し
ょ

う
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

　
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ

の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

ハ
チ
は
、
雨
や
風
が
し
の
ぎ
や
す

い
場
所
を
選
ん
で
巣
を
作
り
始
め
ま

す
。
中
で
も
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
７
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
巣
の
発
達
が
頂

点
に
達
し
、
同
時
に
攻
撃
的
に
な
る

　
遺
言
は
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争
を

防
止
す
る
た
め
に
有
用
な
手
段
で

す
。
そ
し
て
、
遺
言
者
本
人
が
自
書

さ
え
で
き
れ
ば
作
成
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
自
筆
証
書
遺
言
書
を
作
成
し

て
も
、
遺
言
者
本
人
の
死
亡
後
、
相

続
人
な
ど
に
発
見
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
一
部
の
相
続
人
な
ど
に
よ
り
改

ざ
ん
さ
れ
る
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
法
務
局
（
遺
言
書
保
管
所
）

で
は
、令
和
２
年
７
月
10
日
か
ら「
自

筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
大
切
な
財

最
も
危
険
な
時
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

巣
が
小
さ
い
う
ち
に
発
見
し
駆
除

を
行
え
ば
、
費
用
も
安
く
済
み
ま
す
。

早
期
の
発
見
、
早
期
の
駆
除
を
お
勧

め
し
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

家
の
軒
下
・
天
井
裏
・
壁
の
中
・

床
下
・
垣
根
や
植
え
込
み
の
中
・
木

の
洞
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は

そ
の
土
地
の
所
有
者
又
は
管
理
者

が
、
駆
除
業
者
に
直
接
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

駆
除
業
者

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所

　
【
長
沢
町　
☎
�
２
８
９
２
】

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン

　
【
後
野
町　
☎
�
１
７
８
９
】

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
浜
田
営
業
所

　
【
長
沢
町　
☎
�
０
８
３
２
】

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

　
【
港
町　
☎
�
１
５
９
８
】

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲

　
【
片
庭
町　
☎
�
６
４
７
１
】

・
え
ん
じ
ょ
い
ネ
ッ
ト

　
【
三
隅
町　

☎
０
９
０-

７
３
７

　
３-

７
８
４
６
】

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を

法
務
局
が
保
管
し
ま
す

産
を
確
実
に
託
す
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※　

手
続
な
ど
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支

局　
☎
�
０
９
５
９

生
活
・
環
境

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃
食
用

油
を
回
収
し
て
い
ま
す

　
ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
目

的
と
し
て
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃

食
用
油
（
使
用
済
み
油
）
を
回
収
し

て
い
ま
す
。

　
廃
食
用
油
は
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作

り
ま
せ
ん
か
？

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
就
職
、
転
職
、

出
産
育
児
、
年
金
受
給
な
ど
の
手
続

で
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
す
る
人

に
は
、
申
請
に
よ
り
無
料
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
の
カ
ー

ド
）
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
と
便
利
で
す

・
本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書

と
し
て
、
ま
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

確
認
、
証
明
に
利
用
で
き
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
や
印

鑑
登
録
証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き

ま
す
。

・
10
月
か
ら
保
険
証
と
し
て
の
利
用

が
始
ま
る
予
定
で
、
今
後
さ
ら
に

利
用
で
き
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

※　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
所

得
情
報
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の

高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す

総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
で
、
顔
写
真
の
無
料
撮
影
、
申

請
の
代
行
を
し
て
い
ま
す
。
申
請
を

希
望
す
る
人
は
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
手
続
の

た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
日

　
７
月
11
日
㈰
、
８
月
８
日
㈷

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

受
付
窓
口

　
本
庁
舎
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
の
実
施
で
す
。

・
浜
田
地
域
以
外
に
住
所
の
あ
る
人

で
休
日
窓
口
を
利
用
し
て
カ
ー
ド

の
受
取
を
す
る
場
合
は
、
開
設
日

の
３
日
前
ま
で
に
、
交
付
通
知
書

に
あ
る
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
電

話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
続
は
一
人
あ
た
り
20
分
程
度
で

す
が
、
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
し

て
か
ら
受
取
ま
で
約
1
か
月
半
か

か
り
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
で
の
申
請
に
は
次
の

も
の
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
に
よ

り
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

交
付
時
来
庁
方
式
（
市
役
所
に
来
庁

し
て
受
取
）
の
場
合

・
本
人
確
認
書
類
（
別
表
の
書
類
Ａ

　
１
点
又
は
Ｂ
１
点
）

申
請
時
来
庁
方
式
（
郵
便
に
よ
る
受

取
）
の
場
合

・
本
人
確
認
書
類
（
別
表
の
書
類
Ａ

１
点
又
は
Ｂ
２
点
）

・
通
知
カ
ー
ド

※　
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、
別
表

の
書
類
Ａ
２
点
又
は
Ａ
1
点+

Ｂ

1
点

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
再
交
付

申
請
す
る
人
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持
ち

の
人
）

・
15
歳
未
満
の
人
が
申
請
す
る
場
合

に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

本人確認書類（別表）

書類A
マイナンバーカード、住民基本台帳カード（顔
写真付）、運転免許証、運転経歴証明書（交付年
月日が平成24年４月１日以降のものに限る）、旅
券、身体障害者手帳、療育手帳など

書類B
書類A以外の「氏名・生年月日」又は「氏名・住所」
が記載された書類
【例】健康保険証、介護保険証、医療受給者証、
年金手帳（証書）、社員証、学生証など

※　必ず原本を持参してください

　
令
和
２
年
度
に
国
の
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、

次
の
と
お
り
作
成
し
ま
し
た
。

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

　
平
成
20
年
に
作
成
し
た
「
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
改
定
し
ま
し
た
。

・
総
事
業
費　
１
３
０
９
０
千
円

　
（
国
の
交
付
金
額　
９
７
５
２
千
円
）

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

防災ハザードマップ
（地域別）

燃
料
な
ど
と
し
て
再
生
し
、
再
利
用

さ
れ
ま
す
。

回
収
タ
ン
ク
設
置
場
所

浜
田　
市
役
所
東
分
庁
舎
側
駐
車
場

内
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

金
城　
金
城
支
所
駐
車
場
内
公
用
車

車
庫
横

旭　
旭
支
所
山
村
開
発
旭
セ
ン
タ
ー
横

弥
栄　
弥
栄
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
公

用
車
車
庫
横

三
隅　
三
隅
支
所
ひ
ゃ
こ
る
バ
ス
待

合
所
横

持
込
方
法　
で
き
る
だ
け
、
天
か
す

な
ど
は
取
り
除
い
て
、
回
収
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
タ
ン
ク
に
投
入

し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い

・
植
物
性
の
食
用
油
に
限
り
ま
す
。

・
ラ
ー
ド
な
ど
の
動
物
性
や
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
、
灯
油
な
ど
の
石
油
類

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
か
ら
の
持
ち
込
み
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

令
和
２
年
度
に
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た

カードの申請・
交付QRコード



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

1415 広報はまだ：令和３年７月号広報はまだ：令和３年７月号

住

宅

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

問
合
せ　
定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係　
☎
�
９
５
１
１

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.ham
ada-akiya.com

/

産

業

地
域
活
性
化

令
和
元
～
３
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
追

加
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

　
令
和
３
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資
格
者
名
簿

に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
を
し
て
い

な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加
す
る
人

な
ど
を
対
象
に
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

申
請
方
法　
島
根
県
と
県
内
市
町
が

共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、
必
要
書

類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
７
月
30
日
㈮
か
ら
８
月

15
日
㈰
ま
で

受
付
・
問
合
せ

　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　
浜
田
市

殿
町
1
番
地

　
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

　
☎
�
９
１
４
１

対象経費一覧
対象経費 基準額

生垣の植栽(1列植え)に
要する経費

樹高0.5ｍ未満 1ｍあたり2,000円
樹高0.5ｍ以上
　　　　1.0ｍ未満 1ｍあたり2,800円
樹高1.0ｍ以上 1ｍあたり5,400円
玉物 1ｍあたり3,700円

生垣の植栽(寄植え)に
要する経費

樹高0.5ｍ未満 1㎡あたり6,800円
樹高0.5ｍ以上 1㎡あたり9,200円
玉物 1㎡あたり9,500円

花壇の植栽に要する経費 1㎡あたり6,700円
庭園の植栽に要する経費 申請者から提出された見積書、 支払明細書

などにより市が算定した額の1/2の額
コンクリートブロック塀
の除去に要する経費(基
礎取壊し及び発生材の処
分に要する経費を含む)

1ｍあたり3,700円

板塀、フェンスなどの除
去に要する経費(基礎取
壊し及び発生材の処分に
要する経費を含む)

1ｍあたり1,100円

上記に該当しないもので
市長が必要と認めるもの

実情に応じて市が算定した額の1/2の
額

基準額は、消費税及び地方消費税が含まれた額とします。
※　補助金額の上限は10万円です。

又
は
建
築
協
定
で
事
業
の
目
的
に

沿
っ
た
協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
る

敷
地
で
、
建
築
行
為
が
伴
う
場
合

に
お
い
て
施
工
さ
れ
る
生
垣
な
ど

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
な

図
面
や
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※　
申
請
書
は
、
市
役
所
北
分
庁
舎

建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
�
９
６
３
２

　
公
道
沿
い
に
生
垣
、
花
壇
、
庭
園

な
ど
を
設
置
し
た
り
、
公
道
沿
い
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
除
去
し
た
り
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
街
地
の
緑
豊
か

な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
自
然
と

共
生
す
る
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

や
、
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
広
が
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

対
象　
都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ
た
、

　
用
途
地
域
内
に
あ
る
幅
員
１
・
８

ｍ
以
上
の
公
道
に
接
す
る
敷
地
、

公
道
沿
い
の
生
垣
・
花
壇
・
庭

園
の
植
栽
な
ど
に
補
助
し
ま
す

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」

参
加
ク
ラ
ブ
を
募
集
し
ま
す

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
っ
て
？

　
自
然
観
察
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
、
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
、
知

り
た
い
、
学
び
た
い
、
や
っ
て
み
た

い
、
を
応
援
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

自
分
た
ち
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ

　
活
動
内
容
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
、
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

役
立
つ
ツ
ー
ル
が
も
ら
え
る

　
活
動
の
記
録
に
ぴ
っ
た
り
の
メ
ン

バ
ー
手
帳
や
、
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
様

子
な
ど
を
掲
載
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。

ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
な
ろ
う

　
活
動
報
告
で
も
ら
え
る
「
ア
ー
ス

ス
タ
ン
プ
」
を
５
個
集
め
る
と
ア
ー

ス
レ
ン
ジ
ャ
ー
認
定
証
が
贈
ら
れ
ま

す
。

活
動
す
る
に
は
？

①
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
登
録
す
る

（
登
録
料
・
年
会
費
無
料
）

一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
（
３
歳
～

18
歳
）
と
、
活
動
を
支
え
る
大
人

（
20
歳
以
上
）
を
集
め
、
登
録
し
ま

す
。
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
か
、
地
方

事
務
局
に
登
録
用
紙
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
メ
ン
バ
ー
１
人
か
ら
で
も

登
録
で
き
ま
す
。

登
録
し
た
メ
ン
バ
ー
は
自
動
的
に
、

賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

②
活
動
ス
タ
ー
ト

身
近
に
で
き
る
、
自
分
た
ち
が
興

味
あ
る
環
境
活
動
に
自
由
に
取
り
組

み
ま
す
。
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
を

参
考
に
し
て
み
る
の
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

③
報
告
す
る
（
報
告
を
す
る
・
し
な

い
は
自
由
で
す
）

報
告
は
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
地
方
事
務
局
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　
浜
田
市
環
境
課

内　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
地
方
事

務
局　
☎
�
９
４
２
０

環 境 コラムコラム

　７月22日は「海の日」です。「海の日」は、漁業や航
行、海洋レジャーなど海の恩恵に感謝する日です。
　一方、多くの地域で海に不法投棄された大型ごみや
流木、近隣諸国からの廃棄物などが、問題となってい
ます。
　海の汚染の主な原因は生活排水による河川の汚染、
森林破壊、大気汚染など、陸から河川や大気を通じて
流れ込んだものです。暮らしの中で発生したごみが、海
洋ごみの約80%を占めているともいわれ、海洋生物へ
の影響も考えられます。
　海の環境を保つためにできることを始めてみません
か。

美しい海を守りましょう

問合せ　環境課くらしと環境係　☎�９４２０

　海の環境を保つために私たちができること

・外出時のごみは持ち帰って、分別して捨てよう。
・地域での環境美化活動・緑化活動などに積極的に参

加しよう。
・リサイクルボックスを活用して、プラスチックごみ

を資源化し、また、お店にマイバックをもっていく
ことなど、ごみを減らす取組をしよう。

・生活排水による水質汚濁を防止するため、下水道な
どへの接続や合併処理浄化槽の設置に協力しよう。

～海の環境保全を考えよう～

　SDGs（持続可能な開発目標）

　
資
源
ご
み
の
分
別
排
出
と
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
の
た
め
、
資
源
ご
み
の
無

料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

回
収
品
目

　
か
ん
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
市
役
所

本
庁
舎
・
各
支
所

持
込
方
法

・
中
を
軽
く
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ラ
ベ
ル
・

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

・
環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

　
☎
�
９
４
３
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

資
源
ご
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

（海洋資源）海の豊かさを守ろう
海洋資源を保全し、豊かな海を守る
取組に協力してください。

～海に流れるごみを減らしましょう～

SDGs



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

1617 広報はまだ：令和３年７月号広報はまだ：令和３年７月号

健
康
・
福
祉

障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所

を
募
集
し
ま
す

対
象　
障
が
い
者
を
雇
用
し
、
か
つ

障
が
い
者
雇
用
に
理
解
を
示
し
、

積
極
的
な
努
力
姿
勢
を
持
っ
て
い

る
次
の
全
て
に
該
当
す
る
市
内
の

事
務
所
又
は
事
業
所
（
支
店
、
営

業
所
な
ど
）

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
入
札
参
加
資
格
登
録
の
取
消
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

・
原
則
と
し
て
、
事
業
所
に
お
け
る

障
が
い
者
雇
用
率
が
２
・
３
％
以

上
で
あ
る
こ
と

・
6
か
月
以
内
の
事
業
所
都
合
に
よ

る
障
が
い
者
の
解
雇
が
な
い
こ
と

・
勤
続
年
数
が
1
年
以
上
の
障
が
い

者
が
い
る
こ
と

応
募
方
法　
表
彰
を
受
け
よ
う
と
す

る
事
業
所
の
応
募
又
は
推
薦
を
す

る
場
合
、
応
募
の
際
は
、「
浜
田

市
障
が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所
顕

彰
事
業
応
募
調
書
」
及
び
「
同
意

書
」、
推
薦
の
際
は
、「
浜
田
市
障

が
い
者
雇
用
優
良
事
業
所
顕
彰
事

業
推
薦
調
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※　
様
式
は
、
市
役
所
東
分
庁
舎
１

階
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
に

あ
り
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
間　
７
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

表
彰
の
時
期　
10
月
下
旬

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
２

み
ん
な
で
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
」・「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

今
年
で
71
回
目
を
迎
え
る
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯
罪
や
非
行

を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
～
」
は
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
考
え
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
全
国

で
行
わ
れ
て
い
る
運
動
で
す
。

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
全
て
の

人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を
な

く
す
た
め
に
は
、
取
締
り
を
強
化
し

て
罪
を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と

も
必
要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
立

ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪
や

非
行
を
生
み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域

づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地

域
を
つ
く
る
」
そ
の
た
め
に
は
、
一

部
の
人
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
全
て
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国

強
調
月
間
は
、
青
少
年
の
非
行
防
止

な
ど
の
取
組
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

と
犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
、
保
護
者

と
し
て
、
大
人
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
潜
む
有
害
情
報
か
ら
子
ど

も
を
守
り
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
「
青
少
年
は
地
域
社
会
が
育

む
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
た
取
組
が

必
要
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
か
け
が
え
の
な

い
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
に
感
じ
、

学
び
、
ふ
れ
あ
い
と
対
話
を
深
め
、

皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
の
も
と
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強

調
月
間

・
ま
ち
づ
く
り
社
会
教
育
課
ま
ち
づ

く
り
社
会
教
育
係

　
☎
�
９
２
０
４

歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す

歯
周
病
は
重
症
化
す
る
と
歯
を

失
っ
た
り
、
様
々
な
病
気
を
発
症
、

悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
早

期
発
見
の
た
め
に
も
、
歯
周
疾
患
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
満
40
歳
（
昭
和
56
年
４
月

１
日
か
ら
昭
和
57
年
３
月
31
日
生

ま
れ
）
の
市
民

実
施
場
所　
市
内
の
実
施
歯
科
医
院

※　
対
象
者
に
送
付
し
た
表
で
歯
科

医
院
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容　
問
診
、
歯
周
組
織
検
査
、

歯
科
保
健
指
導

実
施
期
間　
11
月
30
日
㈫
ま
で

回
数　
１
回

受
診
費
用　
無
料

持
っ
て
い
く
も
の　
受
診
券
、
問
診

票
（
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま

す
）・
保
険
証

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン
ド

女
性
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
な
ど
に
助
成
し
ま
す

　
県
で
は
、
女
性
が
持
て
る
力
を
十

分
に
発
揮
し
て
、
地
域
で
い
き
い
き

と
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
公
益
信
託
し
ま
ね
女
性
フ
ァ
ン

ド
」
を
設
立
し
、
女
性
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
団
体
な
ど
に
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　
県
内
の
女
性
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
民
間
団
体
・
グ

ル
ー
プ
（
構
成
員
は
お
お
む
ね
10

人
以
上
（
た
だ
し
、
初
回
申
請
の

み
５
人
以
上
）
で
そ
の
半
数
以
上

が
女
性
で
あ
る
こ
と
が
目
安
）

対
象
事
業　
10
月
１
日
㈮
～
令
和
４

年
３
月
31
日
㈭
に
実
施
す
る
次
の

事
業

⑴　
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

⑵　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

⑶　
時
代
を
担
う
人
づ
く
り

⑷　
水
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り

助
成
金
額　
１
件
あ
た
り
１
万
円
～

50
万
円
（
１
万
円
単
位
）

募
集
締
切
日　
７
月
15
日
㈭

申
込
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
用
紙
は
、
市
役
所
人
権
同

和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
及
び
各
支

所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

助
成
決
定　
９
月
下
旬
予
定

申
込
み
・
問
合
せ　
公
益
信
託
し
ま

ね
女
性
フ
ァ
ン
ド
事
務
局

　
☎
０
８
５
４
�
５
５
１
４

　
大
阪
便
片
道
ご
利
用
で
２
５
０
０
円
、

往
復
な
ら
５
０
０
０
円
助
成
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
専
用
の
申
請
書

②
助
成
申
請
す
る
搭
乗
分
の
「
ご
搭

乗
案
内
」（
ピ
ン
ク
色
）

申
請
期
限

　
９
月
15
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

対
象　
浜
田
市
、益
田
市
、萩
市
、津

和
野
町
、吉
賀
町
、阿
武
町
に
在
住

又
は
出
身
者

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
い
運
休
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

運航時間（期間中毎日運航）
大阪

(伊丹) 萩・石見 大阪
(伊丹)

出発
7：50

到着
８:50 到着

10:25出発
９：20

　
萩
・
石
見
空
港
か
ら
大
阪
伊
丹
空

港
へ
期
間
限
定
便
が
運
航
し
ま
す
。

期
間　
７
月
31
日
㈯
～
８
月
17
日
㈫

萩
・
石
見
空
港　
期
間
限
定

　
大
阪
便
を
運
航
し
ま
す

リムジンタクシー運行時間
※令和３年度開始

浜田駅 三隅支所 萩・石見

出発
7：20

出発
７:50

到着
８:20

到着
10:10

出発
９:40

出発
９:10

子

育

て

浜
田
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い

て
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

妊
娠
期　
母
子
手
帳
交
付
時
に
個
別

面
談
を
行
い
、
全
員
に
心
配
事
に

応
じ
た
支
援（
妊
娠・出
産
サ
ポ
ー

ト
プ
ラ
ン
）
を
説
明
し
ま
す
。
ま

た
、
お
手
伝
い
が
必
要
な
場
合
は
、

本
人
の
了
承
を
得
て
継
続
的
に
相

談
に
あ
た
り
ま
す
。

出
産
前
後　
出
産
に
向
け
て
不
安
な

こ
と
が
な
い
か
、
お
話
を
伺
い
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
と

の
連
絡
調
整
も
行
い
ま
す
。

子
育
て
期　
出
産
後
、
自
宅
訪
問
し
、

赤
ち
ゃ
ん
の
状
態
の
確
認
や
産
後

ケ
ア
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。
育
児
へ
の
不
安
が
あ

る
場
合
に
は
継
続
し
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぎ

ま
す
。

そ
の
ほ
か

次
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
思
い
が
け
ず
妊
娠
し
た
か
も
し
れ

な
い
。

・
出
産
す
る
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
。

・
身
近
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な

く
て
心
配
。

・
子
育
て
を
し
て
い
て
孤
独
を
感
じ

て
し
ま
う
。

・
子
育
て
が
楽
し
く
思
え
な
い
。

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子
ど
も
に
あ
た
っ

て
し
ま
う
。

・
不
妊
治
療
の
医
療
費
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
知
り
た
い
。

相
談
窓
口

・
市
役
所
本
庁
舎
１
階
子
育
て
支
援

課　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支

援
係　
☎
�
９
３
３
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・
母
の
た
め

の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　
仕
事
を
探
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
父
・
母
の
た
め
の
、
就
労
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
子
育
て
支
援
課
で
登
録
し

た
人
を
対
象
に
、
就
労
や
転
職
に
向

け
て
、個
々
の
状
況・ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
求
人
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い
、

自
立
・
就
労
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す
。

　
支
援
内
容
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父・母（
生

活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
人
は
除

く
）

料
金　
無
料

相
談
受
付
先
・
問
合
せ

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　
☎
�
９
３
３
１

萩
・
石
見
空
港
リ
ム
ジ
ン
タ
ク
シ
ー

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

運
賃

・
浜
田
駅

⇔

萩
・
石
見
空
港　
　
　

　
　
　
　
　

２
０
０
０
円
（
片
道
）

・
三
隅
支
所

⇔

萩
・
石
見
空
港　
　

　
　
　
　
　
１
０
０
０
円
（
片
道
）

問
合
せ  

萩
・
石
見
空
港
利
用
拡
大

促
進
協
議
会
（
益
田
市
空
港
対
策

室
）
☎
０
８
５
６
�
０
９
９
０



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

1819 広報はまだ：令和３年７月号広報はまだ：令和３年７月号

ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
が

受
け
ら
れ
ま
す

　
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
で
あ
る
ピ

ロ
リ
菌
感
染
の
早
期
発
見
・
早
期
治

療
及
び
胃
が
ん
発
生
リ
ス
ク
の
低
減

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
ピ
ロ
リ

菌
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者　
浜
田
市
に
住
民
票
が
あ
る

人
で
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人

（
昭
和
32
年
４
月
２
日
～
昭
和
57

年
４
月
１
日
生
）

助
成
額　
上
限
２
０
０
０
円

※　
助
成
額
を
超
え
る
金
額
は
自
己

　
負
担

助
成
人
数　
１
０
０
人

検
査
内
容　
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無

糞
便
中
抗
原
測
定
、抗
体
測
定（
血

液
検
査
な
ど
）、
尿
素
呼
気
試
験
な

ど実
施
期
間

　
９
月
１
日
㈬
～
11
月
30
日
㈫

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
（
又
は
封

書
）
に
助
成
希
望
者
の
①
住
所
②

氏
名
③
生
年
月
日
④
連
絡
先
電
話

番
号
を
必
ず
記
入
の
上
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
健

康
医
療
対
策
課

「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
費
用
助
成
」
係

申
込
期
限　
７
月
31
日
㈯

注
意
事
項

・
電
話
で
の
申
込
み
は
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

・
は
が
き(

封
書)

は
、
助
成
希
望
者

１
人
に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に

 （裏）
①助成希望者の住所
②助成希望者の氏名
③助成希望者の生年月日
④連絡先電話番号

 （表）　〒697-8501

浜田市殿町１番地

浜田市健康医療対策課

「ピロリ菌検査費用助成」係

はがき記入例

２
人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。 

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き(

封
書)

で
応
募
し
た
場
合
は
１
枚
の
み
有

効
と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き(

封
書)

に
記
載
さ
れ
た
人

以
外
が
助
成
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

・
市
が
検
査
結
果
を
把
握
す
る
こ
と

を
了
承
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

・
検
査
の
結
果
陽
性
に
な
っ
た
人
で
、

除
菌
を
す
る
際
は
内
視
鏡
検
査
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、
８
月
中

旬
に
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

協
力
医
療
機
関
に
お
い
て
、
助
成

券
と
引
き
換
え
に
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す

75
歳
頃
か
ら
か
む
力
や
食
べ
る
力

が
低
下
し
て
き
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
「
い
き
い
き
」
と
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
も
、
歯
科
口
腔

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
76
歳
か
ら
85
歳
（
昭
和
11

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
21
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）
の
市
民

※　
病
院
・
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
人
、
ほ
か
の
保
健
事

業
の
歯
科
口
腔
健
診
を
受
け
た
人

は
対
象
外
で
す
。

※　
歯
が
な
く
て
も
（
入
れ
歯
（
義

歯
）
の
人
も
）
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※　
要
介
護
３
以
上
の
人
は
訪
問
健

診
を
利
用
で
き
ま
す
。

実
施
場
所　
市
内
の
実
施
歯
科
医
院

※　
対
象
者
に
送
付
し
た
表
で
歯
科

医
院
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
こ
の
ほ
か
県
内
実
施
歯
科
医
院

で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　
事
前
に
受
診
す
る
歯
科
医
院
へ

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容　
歯
や
歯
肉
な
ど
口
の
中

の
状
態
や
飲
み
込
み
な
ど
の
機
能

を
、
問
診
や
歯
科
医
に
よ
る
診
察

な
ど
で
調
べ
ま
す
。

実
施
期
間　
11
月
30
日
㈫
ま
で

回
数　
１
回

受
診
費
用　
無
料

※　
訪
問
健
診
を
受
け
る
際
に
、
歯

科
医
師
が
訪
問
す
る
際
の
交
通
費

が
か
か
っ
た
場
合
は
、
交
通
費
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

持
っ
て
い
く
も
の　
受
診
券
（
対
象

者
に
送
付
し
て
い
ま
す
）・
島
根

県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

※　
訪
問
健
診
の
人
は
訪
問
健
診
受

診
案
内
と
同
意
書

問
合
せ

受
診
券
に
つ
い
て

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
２

健
診
内
容
に
つ
い
て

・
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
�
９
３
１
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

子宮頸がん検診（要予約）
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳以上59歳までの女性
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。

実施期間
江木医院
令和４年２月28日㈪まで
浜田医療センター内　健診センター
令和４年２月28日㈪まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１
予約受付時間　8：30～12：00
　　　　　　　　　　　　 14：00～17：00	
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００
予約受付時間　10:00～
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　 ９：00～　9：30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】
対象　20歳以上の女性
申込先　健康医療対策課　☎�９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課

実施日 受付時間 会　場

７月27日㈫

 9：00～ 9：15 ときわ会館
 9：45～10：00 おぐに会館
10：45～11：00 くざ会館
11：30～11：45 みまた会館
13：30～14：00 ふれあい会館
14：15～14：45 みどりかいかん

・検診当日は体温測定をして、発熱・咳など体調不
　良の場合は、受診をお控えください。
・受診の際は、マスクの着用をお願いします。
・年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目
　以降全額自己負担となります。
（子宮頸がん検診のHPV検査と妊婦健診のHPV検
　査も重複の対象になります）
・全てのがん検診の結果は市へ報告されます。
問合せ
　　　健康医療対策課健康づくり係　☎�９３１１

７月各種がん検診の日程

胃がん検診（要予約）　対象　40歳以上
申込先　健康医療対策課　☎�９３１１
　　　　又は各支所市民福祉課

実施日 受付時間 会　場

７月28日㈬
8:30～　9:45 ときわ会館

10：30～11：30 おぐに会館
13：00～14：00 いわみ福祉会さつきホーム駐車場

※　午前に受診する場合は、検査前日夜９時以降は絶
食です。午後に受診する場合は、受診６時間前まで
に必ず食事を済ませてください。

※　受診２時間前までは、薬の内服やコップ１杯程度
の飲水は可能です。

※　今までバリウムを飲んでショック又はアレルギー
を起こしたことがある人、腸閉塞になったことがあ
る人、病気のため水分摂取制限がある人は検査でき
ません。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター
　　　　☎�７７００
申込受付時間　10:00～

実施期間
令和４年２月28日㈪まで
毎週火・木・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）

実施日 受付時間 会　場

7月１日㈭ 9：00～11：30 浜田合同庁舎13：00～15：00

7月15日㈭
9：00～10：00 弥栄会館

10：30～11：30 杵束まちづくりセンター
13：30～15：30 長浜まちづくりセンター

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

結核肺がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
※　事前に問診票を記入の上、受診してください。
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

14
日
㈬

9:00～ 9:15 金田会館

21
日
㈬

9:00～ 9:30 ふれあい会館

30
日
㈮

9:15～ 9:25 若生まなびや館下
9:25～ 9:40 下長屋 山田様宅前 9:40～　9:50 東下久佐集会所 9:35～　9:50 亀谷原消防詰所
9:50～10:05 岩㟢隆行様宅前 10:00～10:15 旧ＪＡ久佐事業所横 10:00～10:10 栄和機工

10:15～10:25 入野集会所 10:25～10:35 阪本修二様宅前 10:20～10:35 長田浄蓮寺駐車場
10:35～10:45 越沢集会所 10:45～11:00 くざ会館 10:45～11:15 ときわ会館
10:55～11:05 新原集会所 11:10～11:20 上長屋集会所 11:25～11:40 小波の郷
11:15～11:25 植松集会所 11:30～11:40 上組集会所 13:00～13:15 柚根集荷場
11:35～11:45 福原集会所 11:50～12:00 大谷集会所 13:25～13:40 横山義孝様宅前
13:00～13:15 大元集会所 13:10～13:25 かたらいの家 13:50～14:05 おぐに会館
13:25～13:40 追原郷集会所 13:35～13:45 青原集会所 14:25～14:55 みどりかいかん
13:50～14:00 皆合集会所付近 13:55～14:05 伊木集会所
14:10～14:25 二タ村集会所 14:15～14:40 小笹集会所

14:50～15:00 新開集会所

協力医療機関名 予約
大石内科医院（黒川町） 要
沖田内科医院（蛭子町） 不要
北村内科クリニック（国分町） 要
斎藤医院（朝日町） 要
さわだクリニック（国分町） 要
島田診療所（殿町） 要
中村医院（片庭町） 要
中村胃腸科内科医院（笠柄町） 不要
中村呼吸器内科医院（内村町） 要
西川胃腸科内科医院（相生町） 不要
西川病院（港町）
※　月曜日・水曜日のみ 要

能美クリニック（天満町） 要
丸山内科クリニック（相生町） 不要
都医院（治和町） 不要
彌重内科眼科医院（高田町） 要
やすぎクリニック（下府町） 要
山根病院（熱田町） 不要
金城沖田医院（金城町） 不要
酒井外科内科医院（旭町） 要
野上医院（三隅町） 不要
山根病院三隅分院（三隅町） 要
浜田市国保波佐診療所（金城町） 要
浜田市国保あさひ診療所（旭町） 要
浜田市国保弥栄診療所（弥栄町）
※　原則として弥栄地域の人のみ 要
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福
祉
医
療
対
象
者
に
医
療
費

を
助
成
し
ま
す

　
こ
の
制
度
は
、
福
祉
医
療
対
象
者

（
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
）に
医
療
費（
自
己
負
担
分
）

の
助
成
を
行
い
、
健
康
の
保
持
と
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

福
祉
医
療
を
受
け
る
人

⑴
65
歳
以
上
で
引
き
続
き
３
か
月
以

上
の
寝
た
き
り
の
状
態
で
他
人
の

介
護
が
必
要
な
人
（
助
成
期
間
は

１
年
限
り
）

（2）
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２
級

を
持
っ
て
い
る
人

⑶
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
又
は
４
級

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む
ね

Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

⑷
療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
人

⑸
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

を
持
っ
て
い
る
人

⑹
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
３
級
又
は
４
級
を
持
っ
て

い
る
人

⑺
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
２
級

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
お
お
む
ね

Ｉ
Ｑ
50
以
下
と
診
断
さ
れ
た
人

⑻
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
（
18
歳
未
満

又
は
高
校
第
３
学
年
修
了
ま
で
の

児
童
（
20
歳
未
満
）
を
養
育
す
る

配
偶
者
の
い
な
い
人
及
び
児
童
）

※　
健
康
保
険
未
加
入
者
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

※　
⑴
～
⑺
の
20
歳
以
上
の
人
は
、

所
得
制
限
（
特
別
障
害
者
手
当
の

所
得
額
を
準
用
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
所
得
額
に
は
障
害
年
金
な
ど

の
非
課
税
収
入
も
含
ん
で
審
査
し

ま
す
。

※　
⑻
は
、
前
年
分
の
所
得
税
が
非

課
税
の
世
帯
が
対
象
で
す
。

自
己
負
担
額　
対
象
者
の
自
己
負
担

割
合
は
、「
医
療
費
の
１
割
」
で
す
。

薬
局
な
ど
で
は
、
自
己
負
担
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※　
医
療
機
関
な
ど
で
、
１
割
を
超

え
る
又
は
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
る
医
療
費
を
負
担
し
た
場
合
は
、

助
成
申
請
に
よ
り
医
療
費
の
払
い

戻
し
を
し
ま
す
。

※　
対
象
と
な
る
の
は
、
保
険
診
療

に
係
る
自
己
負
担
額
の
み
で
す
。

入
院
時
の
食
費
な
ど
の
保
険
外
の

負
担
、
大
き
な
病
院
に
紹
介
状
な

１か月１医療機関あたりの自己負担限度額
区分 入院 外来

市町村民税
課税世帯の人 20,000円 6,000円

市町村民税
非課税世帯の人 2,000円 1,000円

20歳未満の
障がい児（者） 2,000円 1,000円

し
で
か
か
っ
た
際
の
選
定
療
養
費

は
対
象
外
で
す
。

有
効
期
間　
原
則
と
し
て
１
年
で
す
。

転
出
や
年
齢
到
達
な
ど
、
何
ら
か

の
事
由
で
対
象
外
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
毎
年
10
月
１
日
が
更
新
日
で
、
引

き
続
き
助
成
を
受
け
る
場
合
は
手

続
が
必
要
で
す
。

※　
８
月
上
旬
に
更
新
の
案
内
を
送

付
し
ま
す
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
１

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
を
行
い
ま
す

被
保
険
者
証
の
更
新

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
桃
色
）
の
有
効

期
限
が
７
月
31
日
㈯
で
切
れ
ま
す
。

８
月
１
日
㈰
か
ら
の
新
し
い
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
7
月
中
旬

に
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て
特
定
記
録

郵
便
で
送
付
し
ま
す
。
一
世
帯
ご
と

に
ま
と
め
て
世
帯
主
あ
て
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
加
入
し
て
い
る
人
全
員

の
被
保
険
者
証
が
届
い
た
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
未
加
入

で
も
、
宛
名
は
世
帯
主
に
な
っ
て
い

ま
す
。
内
容
物
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
は
、
加
入
者
名
義
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
を
確
認

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険
年
金
課
国
保

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
自
分
で

訂
正
す
る
と
、
そ
の
被
保
険
者
証
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

一
般
被
保
険
者
証
有
効
期
限

令
和
４
年
７
月
31
日

注
意
事
項

・
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
す
る
た
め
、
75
歳
の
誕
生
日
の

前
日
が
有
効
期
限
で
す
。

・
７
月
１
日
ま
で
に
70
歳
に
な
る
人

は
、
自
己
負
担
割
合
が
「
２
割
」

又
は
「
３
割
」
と
記
載
さ
れ
た
被

保
険
者
証
を
新
た
に
送
付
す
る
た

め
、
70
歳
の
誕
生
月
の
末
日
（
誕

生
日
が
1
日
の
人
は
誕
生
月
の
前

月
末
日
）
が
有
効
期
限
で
す
。

※　
有
効
期
限
以
降
に
使
用
す
る
被

保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
途
送

付
さ
れ
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　
国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る

人
に
は
、
滞
納
状
況
に
よ
り
、「
短

期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

３
か
月
短
期
被
保
険
者
証

　
10
月
31
日
有
効
期
限

６
か
月
短
期
被
保
険
者
証

　
令
和
４
年
１
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

　
令
和
４
年
１
月
31
日
有
効
期
限

※　
18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状
態

を
解
消
す
る
措
置
で
す
。

有
効
期
限
切
れ
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
８
月
１
日
以
降
無
効
）

は
、
返
還
不
要
で
す

　
８
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
で
細
か

く
切
断
す
る
な
ど
、
不
正
使
用
さ
れ

な
い
よ
う
に
確
実
に
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

※　
有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更
な

ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、
被
保

険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

の
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
が

届
い
た
と
き
は

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の
健

康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌

健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合
及
び
共

済
組
合
な
ど
）
に
加
入
（
扶
養
も
含

む
）
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
の
届
出

が
必
要
で
す
。
勤
務
先
で
は
、
国
民

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
手
続
は
行
い

ま
せ
ん
。
加
入
時
と
同
様
に
本
人
や

家
族
が
手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
（
全
国
健
康

保
険
協
会
管
掌
健
康
保
険
、
健
康

保
険
組
合
及
び
共
済
組
合
な
ど
）

の
保
険
証
（
被
扶
養
者
全
員
の
健

康
保
険
証
）

・
世
帯
主
及
び
対
象
者
の
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」又
は「
通
知
カ
ー
ド
」

・
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係

　
☎
�
９
４
１
０

たと軽く後悔をしています。またコロナ禍の影響で大学では対面授業とオンライン授業、録画された講義を見るオンデマンド授業の3つの授業があり、慣れない授業に少し戸惑いもあります。毎日の授業や課題は大変ですが医師になるために日々勉学に励んでいます。そして将来浜田市の医療を支えることができる医師になれるように６年間一生懸命頑張りたいと思います。

浜田の地域医療を支えるために
島根大学医学部で学んでいる学生から
便りが届きました

少し違った授業形式に、まだ困惑することも多いで

すが、少しずつ慣れていきたいと思います。そして、

オンラインと対面が混在する授業様式に適応し、そ

れぞれの良さを実感しながら勉学に励んでいきたい

と思います。
将来は、故郷である浜田市で医師として医療に貢

献できるよう、一生懸命頑張ります。

中野愛美さん

大きく、今後は対面での授業が増えることを祈るばかり
です。しかし、コロナ禍でも対面での授業が行えること
に感謝して勉強に励んでいきたいと思います。そして将
来、地元の浜田市で医師として働き、地域医療に貢献で
きるように、大学生活を一生懸命頑張ります。

問合せ　健康医療対策課地域医療対策係　☎�９３１０

医学生 だよりだより

島根大学１年生の中野愛美です。

この春、浜田高等学校を卒業して、島

根大学医学部医学科に入学しました。

大学では、新型コロナウイルスの

影響で去年に引き続きオンライン授

業が主流ですが、徐々に対面形式の

授業も増えつつあります。去年とも

島根大学１年の酒井遥紀と申します。
私は小学生までの期間を浜田市で過ごし、
この春島根大学医学部医学科に入学しま
した。大学では、徹底した新型コロナウ
イルス感染症対策のもと、対面授業とオ
ンライン授業の両方が行われています。
今年も例年とは異なる大学生活で不安も酒井遥紀さん

島根大学１年の久佐洸陽です。
私はこの春島根大学医学部医学
科に入学しました。大学では初
めてひとり暮らしをして、自分
でご飯を作ったり、洗濯をした
り勉強以外のことも大変で、実
家にいる間にしておけばよかっ

久佐洸陽さん

保
険
・
医
療

年

金

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
か
ら

の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一

斉
更
新

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で
広

域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人
を
含

む
）
が
、
現
在
使
っ
て
い
る
被
保
険

者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
は
、
7
月
31
日

㈯
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
８

月
１
日
㈰
か
ら
使
用
す
る
被
保
険
者

証
（
紫
色
）
は
、
７
月
中
に
送
付
し

ま
す
。

医
療
機
関
で
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
と
き

は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
「
１
割
」

又
は
「
３
割
」
を
窓
口
負
担
し
て
も

ら
い
ま
す
。

窓
口
負
担
の
割
合
は
、
令
和
２
年

中
の
所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
、
８
月

か
ら
変
更
に
な
る
人
が
い
ま
す
。
被

保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
一

部
負
担
金
の
割
合
」
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
中
の
所
得
額
な
ど
の
確

定
に
伴
い
、
７
月
中
旬
に
令
和
３
年

度
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知
を
送
付

し
ま
す
。

納
付
方
法　

特
別
徴
収
（
年
金
天

引
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
及
び

口
座
振
替
）
の
２
種
類
が
あ
り
、

特
別
徴
収
は
申
請
に
よ
り
普
通
徴

収
（
口
座
振
替
）
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
申
請
手
続
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場
合
、

口
座
振
替
で
納
付
し
た
人
が
、
そ

の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う
と
き
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
か

か
る
と
き
は
、
支
払
い
を
自
己
負
担

限
度
額
で
止
め
る
た
め
の
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

や
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
交
付

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
手
続
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
世
帯
の
所
得
の

状
況
に
よ
っ
て
限
度
額
の
区
分
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
の
お

問
い
合
わ
せ
や
申
請
手
続
は
、
保
険

年
金
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
の

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
認
定
証
の
有
効
期
間
が
７
月

末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３

年
度
も
引
き
続
き
該
当
の
場
合
は
、

７
月
中
に
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
２



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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伝 言 板
まちかど

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付　
７
月
16
日
㈮
～
30
日
㈮

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
可
能
時
期　
９
月
中
旬

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
７
月
12
日
㈪

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住

（
金
城
・
旭
・
弥
栄
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

地
域
定
住
住
宅
（
三
隅
）

　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

展
示

日
時　
10
月
２
日
㈯
～
10
日
㈰

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

（
10
日
㈰
は
午
後
4
時
ま
で
）

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

作
品
募
集

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方
在

住
者
及
び
出
身
者

部
門
・
出
品
料　
下
表
の
と
お
り

浜
田
市
美
術
展

一
般
公
募
展
作
品
募
集

申
込
み　
出
品
票
と
出
品
料
を
各
応

募
先
へ

応
募
先・期
間（
閉
庁・休
館
日
除
く
）

○
市
役
所
北
分
庁
舎
２
階
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課

　
９
月
10
日
㈮
～
24
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委
員

会
分
室

　
９
月
10
日
㈮
～
17
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
石
正
美
術
館

　
９
月
10
日
㈮
～
20
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

　
９
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

作
品
の
搬
入
場
所　
金
城
・
旭
・
弥

栄
支
所
教
育
委
員
会
分
室
、
石
正

美
術
館
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館

表
彰
式

日
時　
10
月
２
日
㈯

　
午
後
１
時
～
２
時

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

搬
出

日
時　
10
月
10
日
㈰

午
後
４
時
～
５
時

問
合
せ　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
芸
術
文

化
振
興
係　
☎
�
９
７
３
０

※　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

募集部門・出品料
写真の部 題材自由

（デジタル加工した作品も可）
１人３点以内
１点1,500円（中・高校生500円）

書の部 第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

絵画の部
油絵・水彩画・日本画・版画・素描・デザイン
第１部　一般・大学生・高校生
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

現代美術の部 表現・材料・展示など、既存の部門の枠を超えた作品
※　出品には事前に下見会への参加が必要です。

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

自由作品の部 工芸・陶芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻など １人１点限り
１点1,000円（中・高校生300円）

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

夏
季
休
業
中
の
学
校
閉
庁
期

間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

浜
田
市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に

お
い
て
、
夏
季
休
業
中
に
、
次
の
と

お
り
学
校
を
閉
庁
し
ま
す
。
8
月
10

日
㈫
～
15
日
㈰
に
、
学
校
へ
の
連
絡

が
必
要
な
場
合
は
、
次
の
連
絡
先
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
担
当
課
か
ら
学

校
の
管
理
職
に
連
絡
し
ま
す
。

学
校
閉
庁
期
間

　
８
月
10
日
㈫
～
15
日
㈰
の
６
日
間

連
絡
先

・
幼
稚
園

子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

☎
�
９
３
３
０

・
小
中
学
校

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
�
９
７
１
０

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

更
新
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
に
更
新
手
続
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
人
は
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
請
も
で
き
ま
す
。

対
象　
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
健
施

設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
・
介

護
医
療
院
）
に
入
所
中
の
人
又
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
人

で
、
世
帯
全
員
（
配
偶
者
は
世
帯

分
離
し
て
い
て
も
同
一
世
帯
と
み

な
す
）
が
市
町
村
民
税
非
課
税
か

つ
、
預
貯
金
な
ど
が
基
準
以
下
の

人
※　
預
貯
金
な
ど
の
基
準
が
8
月
か

ら
変
更
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
書
類
な
ど

・
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
有
す
る
全

て
の
預
貯
金
通
帳
・
定
期
証
書
な

ど
の
写
し
（
直
近
２
か
月
の
履
歴

が
わ
か
る
も
の
）

・
申
請
書
、
個
人
番
号
及
び
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の

提
出
期
限　
7
月
30
日
㈮

申
請
窓
口

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

　
☎
�
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

郵
送
先　
〒
６
９
７-

８
５
０
１　

　
浜
田
市
殿
町
１　
浜
田
地
区
広
域

行
政
組
合
介
護
保
険
課

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

　
介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
交

付
し
ま
す

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
者
負
担
割
合
に
つ
い
て
、
前
年

の
所
得
に
よ
り
１
割
か
ら
３
割
の
負

担
割
合
を
決
定
し
、
毎
年
７
月
に
交

付
を
行
い
ま
す
。

適
用
期
間
は
８
月
か
ら
１
年
間
で
、

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
、
総
合
事
業
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
人
全
員
に
、
負
担
割
合
を
記
載

し
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付

し
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利

用
す
る
際
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者

証
と
一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
65

歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険
者
の
負
担

割
合
は
一
律
１
割
負
担
で
す
。

負担割合の判定基準
対象者 負担割合

第
１
号
被
保
険
者

本人の合計所得金額が220万
円以上の人 本人も含め同一世帯にいる

65歳 以 上 の 人 の「 年 金 収
入額+その他の合計所得金
額」が右記の額

単身は
340万円以上 ３割２人以上は
463万円以上

（上記３割負担に該当しない
人で）本人の合計所得金額が
160万円以上の人

単身は
280万円以上 ２割２人以上は
346万円以上

上記以外の人 １割

問
合
せ　
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合

介
護
保
険
課　
☎
�
１
５
２
０



広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告
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お
出
か
け

日
時　
7
月
２
日
㈮
～
29
日
㈭

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

問
合
せ　
島
根
県
竹
島
対
策
室

☎
０
８
５
２
�
６
１
２
２

日
時　
７
月
１
日
㈭
～
８
月
15
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
平
日
）

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

☎
�
６
４
５
３

浜
田
郷
土
資
料
館

昭
和
の
レ
コ
ー
ド
盤
を

　
　
　
　
見
て
、
聴
こ
う
展

竹
島
問
題
啓
発
パ
ネ
ル
展

出
張
竹
島
資
料
室
i
n
浜
田

石
州
和
紙
会
館　
廊
下
の
企
画
展

蛇
胴
紙
作
品
展

　
　
　
　
　
僕
の
こ
だ
わ
り

日
時　
７
月
１
日
㈭
～
８
月
31
日
㈫ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

（
８
月
31
日
㈫
は
午
後
３
時
ま
で
）

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
平
日
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

☎
�
４
１
７
０

日
時　
７
月
１
日
㈭
～
8
月
31
日
㈫

※　
要
事
前
予
約

※　
月
曜
休
館

場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

申
込
み　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
へ

☎
�
８
４
５
１

浜
田
市
美
術
展

「
現
代
美
術
の
部
」
下
見
会

日
時　
７
月
10
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金　
無
料

問
合
せ　
能
海
寛
研
究
会

　
☎
０
９
０-

４
６
９
７-

２
８
１
８

チ
ベ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
映
画
会

チ
ベ
ッ
ト
英
雄
抒
情
詩

「
ケ
サ
ル
大
王
伝
」

石
州
和
紙
会
館

石
州
和
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

御
幣
づ
く
り

対
象　
小
学
生
以
上

※　
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

日
時　
７
月
10
日
㈯

午
前
9
時
30
分
～
午
後
４
時

所
要
時
間　
約
30
分

場
所　
石
州
和
紙
会
館

定
員　
10
人

料
金　
２
０
０
０
円

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

☎
�
４
１
７
０

日
時　
令
和
4
年
1
月
30
日
㈰
ま
で

の
土
・
日
曜
日

午
前
9
時
～
午
後
５
時

場
所　
金
城
歴
史
民
俗
資
料
館

料
金　
大
人　
　
３
０
０
円

　
　
　
中
学
生　
１
０
０
円

　
　
　
小
学
生　
　
６
０
円

※　
25
人
以
上
の
団
体
割
引
あ
り

金
城
歴
史
民
俗
資
料
館　
企
画
展

島
村
抱
月
の
揺よ

う
ら
ん籃

期
展

中
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

ベ
ル
ガ
ロ
ッ
ソ
浜
田

　
試
合
日
程
（
ホ
ー
ム
戦
）

日
時７

月
４
日
㈰　
午
前
11
時
～

7
月
18
日
㈰　
午
後
1
時
～

7
月
31
日
㈯　
午
後
4
時
～

8
月
28
日
㈯　
午
後
4
時
～

9
月
26
日
㈰　
午
後
1
時
～

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

※　
7
月
4
日
㈰
、
18
日
㈰
は
県
立

サ
ッ
カ
ー
場
（
益
田
市
）

問
合
せ　
ベ
ル
ガ
ロ
ッ
ソ
浜
田
事
務

局　
☎
�
４
６
７
９

パ
ソ
コ
ン
・
経
理
資
格
取
得
コ
ー
ス

入
校
検
定
日　
9
月
8
日
㈬

（
合
格
発
表　
9
月
15
日
㈬
）

検
定
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

定
員　
15
人

受
講
料　
１
６
０
０
０
円
程
度
（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
）

選
抜
方
法　
面
接
及
び
筆
記
試
験

訓
練
期
間

9
月
22
日
㈬
～
令
和
4
年
1
月
21

　
日
㈮

訓
練
会
場　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

申
込
み　
8
月
31
日
㈫
ま
で
に
入
校

願
を
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
総
務
企

画
課　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

西
部
高
等
技
術
校

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

日
時　
7
月
29
日
㈭
～
10
月
14
日
㈭

の
木
曜
日

昼
の
部　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

夜
の
部　
午
後
7
時
～
8
時
30
分

場
所　
浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
10
人

料
金　
各
４
０
０
０
円

※　
会
員
２
０
０
０
円

申
込
み　
７
月
27
日
㈫
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ

☎
�
１
２
４
１

浜
田
国
際
交
流
協
会　
語
学
講
座

于
清
と
ド
ラ
マ
で

　
　
　
　
中
国
語
を
学
ぼ
う

一
般
（
高
校
生
以
上
）
初
心
者
・
上

級
者
コ
ー
ス
／
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生

以
下
）
初
心
者
・
上
級
者
コ
ー
ス

日
時　
８
月
16
日
㈪
～
毎
週
月
曜
日

（
延
べ
10
回
）
午
後
7
時
～
9
時

場
所　
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　
各
コ
ー
ス
10
人
（
計
40
人
）

料
金　
一
般　
　
　
３
０
０
０
円

　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア　

２
０
０
０
円

問
合
せ　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー　
☎
�
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

秋
季
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

問
合
せ　
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

☎
０
９
０-

４
６
９
７-

２
８
１
８

御幣（約40cm）

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

出
演
者
募
集

石
央
ふ
れ
あ
い
余
芸
大
会

日
時　
12
月
5
日
㈰　
午
後
1
時
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演
者
募
集
（
選
考
）

申
込
み　
7
月
31
日
㈯
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ　
☎
�
３
７
５
９

相
　
　
談

浜
田
年
金
事
務
所

手
話
に
よ
る
年
金
相
談

救
急
車
を
売
却
し
ま
す

一
般
競
争
入
札

日
時　
９
月
３
日
㈮

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
階
講
堂
C

※　
参
加
資
格
・
留
意
事
項
な
ど
、

詳
細
は
お
問
合
せ
い
た
だ
く
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
7
月
1
日
㈭
か
ら
8
月
18

日
㈬
ま
で
（
必
着
）
に
入
札
参
加
申

込
書
を
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係
へ

物
件
公
開
（
要
予
約
）

日
時　
7
月
27
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所　
浜
田
市
消
防
本
部

※　
現
車
の
確
認
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

物
件
・
現
車
確
認
に
関
す
る
こ
と

・
消
防
本
部
警
防
課
警
防
係

☎
�
５
１
６
７

入
札
に
関
す
る
こ
と

・
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
�
９
１
４
１

売却物件
売却車両 救急車（グランビアベース車）

初年度登録 平成17年11月４日

燃料 ガソリン

車検満了日 令和３年11月３日

走行距離 131,418㎞
（令和３年４月現在）

最低売却価格 150,000円（税抜き）

資
格・試
験

自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

人
（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

受
付
期
間　
9
月
15
日
㈬
ま
で

試
験
日

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

９
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰
の
う
ち　

　
指
定
す
る
１
日

②
口
述
試
験
・
身
体
検
査

９
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰
の
う
ち　

　
指
定
す
る
１
日

試
験
会
場

①
筆
記
試
験
・
適
性
検
査

受
付
時
に
通
知
し
ま
す

②
口
述
試
験
・
身
体
検
査

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

人
（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

受
付
期
間

７
月
１
日
㈭
～
９
月
６
日
㈪

試
験
日
（
一
次
試
験
）

９
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰
の
う
ち
指

　
定
す
る
１
日

自
衛
官
な
ど

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す

海
上
・
航
空
自
衛
隊
航
空
学
生

受
験
資
格　
高
等
学
校
卒
業
（
見
込

含
む
）
21
歳
未
満
の
人
（
海
上
は

23
歳
未
満
）（
令
和
４
年
４
月
１

日
現
在
）

受
付
期
間

７
月
１
日
㈭
～
９
月
９
日
㈭

試
験
日
（
一
次
試
験
）

９
月
20
日
㈷

試
験
会
場　
受
付
時
に
通
知
し
ま
す

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部　
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
・

浜
田
出
張
所　
☎
�
１
３
３
４

教
室・講
座

日
時　
毎
月
第
４
木
曜
日

　
午
後
１
時
～
４
時　
（
要
予
約
）

問
合
せ　
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０
・
Fax
�
０
４
４
２

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

初
心
者
向
け
体
験
教
室

対
象　
3
歳
～
小
学
校
６
年
生

※　
市
内
在
住
の
人
で
当
ス
ク
ー
ル

の
会
員
で
な
い
人

日
時　
７
月
21
日
㈬
～
23
日
㈷

午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
所　
浜
田
市
室
内
プ
ー
ル

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
４
５
０
０
円

申
込
み　
７
月
10
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
申
込
書
と
受
講
料
を
浜
田
市
室

内
プ
ー
ル
へ　
☎
�
０
２
３
０

浜
田
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

夏
の
短
期
水
泳
教
室

対
象　
５
歳
～
小
学
校
６
年
生

※　
市
内
在
住
の
人

日
時　
８
月
３
日
㈫
～
8
月
６
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時
15
分

場
所　
浜
田
市
室
内
プ
ー
ル

定
員　
40
人
（
先
着
）

料
金　
６
０
０
０
円

申
込
み　
７
月
10
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
申
込
書
と
受
講
料
を
浜
田
市
室

内
プ
ー
ル
へ　
☎
�
０
２
３
０

対
象　
聴
覚
障
が
い
者
で
手
話
の
で

き
る
人



広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

有

料

広

告

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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石
州
和
紙
会
館

石
州
和
紙
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

蛇
胴
で
小
物
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

対
象　
小
学
生
以
上

※　
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

日
時　
８
月
７
日
㈯

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
三
隅
中
央
会
館　
研
修
室

講
師　
楫
ヶ
瀬
孝
さ
ん

定
員　
8
人

料
金　
１
５
０
０
円

申
込
み　
7
月
31
日
㈯
ま
で
に
石
州

和
紙
会
館
へ　
☎
�
４
１
７
０

日
時　
９
月
５
日
㈰ 

午
前
9
時
受
付

場
所　
石
見
海
浜
公
園
特
設
コ
ー
ト

定
員　
12
チ
ー
ム
（
1
チ
ー
ム
5
人

で
プ
レ
イ
、登
録
は
10
人
ま
で
可
）

石
見
海
浜
公
園

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
in
海
浜
公
園

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
�
２
１
０
０

「
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
ツ
ア
ー
!!

～
ホ
ー
ル
裏
側
探
検
隊
集
合
～
」

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

日
時　
８
月
１
日
㈰

午
後
１
時
30
分
（
約
2
時
間
）

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料
金　
１
人
３
０
０
円

定
員　
親
子
10
組
（
先
着
）

申
込
み　
7
月
1
日
㈭
～
20
日
㈫
ま

で
に
申
込
書
で
、
石
央
文
化
ホ
ー

ル
へ　
☎
�
２
１
０
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

夏
休
み
期
間
（
7
月
20
日
㈫
～
8
月

31
日
㈫
）
は
毎
日
開
館
・
シ
ロ
イ
ル

カ
親
子
3
頭
で
の
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

特
別
展「
恐
怖
の
ア
ク
ア
ス
妖
海
学
校
」

日
時　
7
月
14
日
㈬
～
10
月
31
日
㈰

場
所　
ア
ク
ア
ス
3
階
特
別
展
示
室

　
ほ
か

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

対
象　
小
・
中
学
生

日
時　
７
月
20
日
㈫
～
８
月
29
日
㈰

①
午
前
11
時
～　
②
午
後
2
時
～

定
員　
各
回
８
人
（
先
着
）

料
金　
５
０
０
円

（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
ウ
ミ
ホ
タ
ル
観
察
会
」

対
象　
小
学
生
以
上

※　
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

日
時　
7
月
22
日
㈷

午
後
7
時
～
８
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
と
周
辺
の
海

定
員　
20
人
（
抽
選
）

料
金　
1
家
族
５
０
０
円

申
込
み　
7
月
5
日
㈪
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

「
夜
の
妖
海
学
校
探
検
～
夜
の
ア
ク

ア
ス
で
肝
だ
め
し
～
」

日
時　
7
月
31
日
㈯

午
後
7
時
～
9
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
50
人
（
抽
選
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
シ
ア
タ
ー

「
泣
く
子
は
い
ね
ぇ
が
」

日
時　
７
月
３
日
㈯

　
①
午
前
10
時
～　
②
午
後
２
時
～

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般　
　
　
　
　
１
２
０
０
円

　
高
校
生
以
下　
　
　
５
０
０
円

　
３
歳
未
満　
　
　
　
　
　
無
料

※　
一
般
前
売
割
引
あ
り

企
画
展　
「
杉
浦
非
水　
時
代
を
ひ

ら
く
デ
ザ
イ
ン
」
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

記
念
講
演
会
「
杉
浦
非
水
が
目
指
し

た
も
の
：
そ
の
生
涯
と
仕
事
」

日
時　
７
月
24
日
㈯

午
後
２
時
～
3
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
講
義
室

料
金　
無
料

料
金　
1
人
５
０
０
円

（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

申
込
み　
7
月
14
日
㈬
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で

７
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　
４
日
㈰　
熱
田
保
存
会

　
11
日
㈰　
宇
野
保
存
会

　
18
日
㈰　
佐
野
神
楽
社
中

　
22
日
㈷　
美
川
西
神
楽
保
存
会

　
25
日
㈰　
西
村
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

日
時９

月
18
日
㈯　
午
後
2
時
30
分
～

11
月
27
日
㈯　
午
後
2
時
30
分
～

※　
全
試
合「
M
y　
C
u
j
o
o
」

で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
す

場
所　
県
立
体
育
館

問
合
せ　
浜
田
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

☎
�
７
２
３
３

日
時　
８
月
５
日
㈭

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
J
A
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地

区
本
部

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
7
月
20
日
㈫
～
30
日
㈮
に

J
A
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本

部
へ　
☎
�
８
８
１
２

消
費
者
交
流
会

夏
野
菜
を
使
っ
て

　
　
　
　
漬
物
作
り
に
挑
戦

料
金　
1
チ
ー
ム　
４
０
０
０
円

申
込
み　
8
月
27
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
と
参
加
料
を
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

講
師　
長
井
健
さ
ん
（
愛
媛
県
美
術

館　
専
門
学
芸
員
）

定
員　
25
人
（
当
日
先
着
）

水
谷
千
重
子　

あ
り
が
と
う
コ
ン

サ
ー
ト
２
０
２
１ 

in 

島
根

日
時　
8
月
29
日
㈰　
午
後
3
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定　
５
８
０
０
円

（
3
歳
以
上
有
料
、
3
歳
未
満
保
護

者
1
人
に
つ
き
1
人
ま
で
ひ
ざ
上

鑑
賞
無
料
）

※　
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
8

月
22
日
㈰
ま
で
に
要
申
込
み
。

ポ
ル
セ
イ
ド
浜
田

　
試
合
日
程
（
ホ
ー
ム
戦
）

浜
田
養
護
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座

日
時　
７
月
17
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
養
護
学
校

申
込
み　
浜
田
養
護
学
校
へ

☎
�
２
２
０
０

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

日
時　
7
月
11
日
㈰

午
前
9
時
～
正
午

場
所　
熱
田
海
岸

定
員　
20
人

料
金　
無
料

申
込
み　
７
月
５
日
㈪
ま
で
に
長
浜

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
４
６
１
４

カ
ヌ
ー
・
S
U
P
体
験
会

対
象　
小
学
生

日
時　
７
月
11
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
30
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

講
師　
安
達
二
朗
さ
ん

問
合
せ　
浜
田
市
水
産
業
振
興
協
会

☎
�
９
５
２
０

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

「
あ
だ
ち
先
生
！
お
し
え
て

浜
田
の
海
と
魚
の
こ
と
」

日
時　
7
月
11
日
㈰

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師　
清
原
正
義
さ
ん

（
島
根
県
立
大
学　
学
長
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
能
海
寛
研
究
会

　
☎
０
９
０-

４
６
９
７-

２
８
１
８

能
海
寛
研
究
会
講
演
会

「
島
根
県
立
大
学
の
挑
戦
」

対
象　
20
歳
以
上
の
人

日
時　
7
月
11
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
県
立
体
育
館

定
員　
30
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
県
立
体
育
館
へ

☎
�
１
２
０
１

県
立
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
講
座

安
全
祈
願
祭

7
月
18
日
㈰　
午
前
９
時
30
分

遊
泳
期
間

7
月
18
日
㈰
～
8
月
22
日
㈰

※　
海
岸
で
の
キ
ャ
ン
プ
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
禁
止

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

☎
�
１
０
８
５

国
府
海
水
浴
場
海
開
き

日
時　
７
月
17
日
㈯　
午
後
２
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

日
時　
7
月
18
日
㈰

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員　
10
組

料
金　
無
料

申
込
み　
7
月
7
日
㈬
ま
で
に
浜
田

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
９
３
５
８

浜
田
で
ベ
ト
ナ
ム
カ
フ
ェ

～
多
文
化
交
流
～

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

日
時　
７
月
24
日
㈯

午
後
１
時
～
５
時

場
所　
三
隅
中
央
公
園
周
辺

定
員　
20
人

料
金　
1
人
５
０
０
円

申
込
み　
７
月
９
日
㈮
ま
で
に
三
隅

支
所
産
業
建
設
課
へ

☎
�
２
８
０
３

三
隅
の
昆
虫
調
べ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
20‌

ｔｈ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

日
時　
７
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

　
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

　
０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

日
時　
7
月
25
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
8
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ

ア
ル
浜
田
店
前
に
集
合
し
移
動

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん　
午
後
5
時
以
降

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

第
2
2
0
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

治
和
町
三
宅
の
丘
で

古
代
～
近
世
の
歴
史
検
証

日
時　
７
月
24
日
㈯

正
午
～
午
後
４
時

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

講
師　
中
原
信
夫
さ
ん

料
金　
３
０
０
０
円

申
込
み　
中
野
宅
吉
さ
ん
へ

　
☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

第
１
５
６
回

石
州
刀
剣
会
・
鑑
賞
会
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ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
２
０
２
１
を
開
催
し
ま
す

新
学
部
の
懸
垂
幕
を
設
置
し
ま
し
た

市
民
研
究
員
第
１
回
全
体
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
を
実
際

に
見
て
聞
い
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策

を
と
っ
た
上
で
、
規
模
を
縮
小
し
開

催
し
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら
新
し

く
ス
タ
ー
ト
し
た
２
つ
の
学
部
（
国

際
関
係
学
部
・
地
域
政
策
学
部
）
の

学
び
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
な
ど
を

余
す
こ
と
な
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う

な
企
画
を
ご
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
31
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付　
午
後
０
時
30
分
～
）

主
な
内
容
（
予
定
）

・
各
コ
ー
ス
特
別
企
画

・
先
輩
学
生
と
の
交
流

・
学
生
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

・
各
種
相
談
会　
（
入
試
・
学
生
生

活
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
・
地
域
交
流
・

留
学
）

※　
高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、
１

年
生
や
２
年
生
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※　
参
加
人
数
に
上
限
を
設
け
て
い

ま
す
。
上
限
に
達
し
次
第
受
付
を

終
了
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

　
☎
�
２
２
０
３

　
令
和
３
年
４
月
の
新
学
部
開
設
を

記
念
し
て
、
浜
田
市
役
所
と
島
根
県

浜
田
合
同
庁
舎
の
２
ヵ
所
に
懸
垂
幕

を
設
置
い
た
だ
き
ま
し
た
。
従
来
の

総
合
政
策
学
部
か
ら
国
際
関
係
学
部
、

地
域
政
策
学
部
の
２
学
部
２
学
科
５

コ
ー
ス
の
新
体
制
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
、
学

び
を
深
め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
企
画
調
整
室　
☎
�
２
２
０
１

問
合
せ

　
企
画
調
整
室　
☎
�
２
２
０
１

　
５
月
15
日
に
、
今
年
度
第
１
回
目

の
全
体
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

オープンキャンパス2019の様子 詳細・申込はこちら

浜田市役所前の懸垂幕

市民研究員第１回全体会の様子

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
市
民
研
究

員
と
は
、「
グ
ル
ー
プ
リ
サ
ー
チ
サ

ロ
ン
」を
通
じ
た
交
流
、大
学
院
生・

本
学
教
員
と
の
共
同
研
究
、
研
究
会

で
の
個
人
研
究
の
発
表
な
ど
、
お
互

い
の
興
味
を
深
め
学
び
あ
う
全
国
で

も
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
す
。
今
後
も

様
々
な
知
的
交
流
を
通
じ
た
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
研
究
員
の
登
録
は
通
年
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
人
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

29 広報はまだ：令和３年７月号 28広報はまだ：令和３年７月号
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「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.295

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

図書館情報
開館時間 ７月の休館日

中央 ☎�0480  9：00～19：00 12日㈪・26日㈪
金城 ☎�1823

 9：00～17：00 5日㈪・12日㈪
１９日㈪・26日㈪

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10：00～19：00

（土日祝日は18：00まで）

こ
わ
～
い
お
は
な
し
会
＆

　
怪
談
八
雲
ｂｙ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

　
こ
わ
～
い
お
話
絵
本
の
読
み
語
り
や
小
泉

八
雲
の
怪
談
の
朗
読
会
。
琴
と
の
共
演
で
行

い
ま
す
。

日
時　
7
月
18
日
㈰　
午
後
4
時
～
5
時

場
所　
中
央
図
書
館　
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル

演
目　
「
耳
な
し
芳
一
」
ほ
か

語
り
手　
し
ま
ね
子
ど
も
の
読
書
等
推
進
の

会
浜
田
支
部
、
Ｓ
ｏ
ｎ
ｏ
ｋ
ｏ
さ
ん

定
員　
先
着
30
人

料
金　
無
料

問
合
せ　
中
央
図
書
館　
☎
�
０
４
８
０

貸出ベスト10（令和３年５月期）
順位 タイトル 著者
1 推し、燃ゆ 宇佐見　りん
2 52ヘルツのクジラたち 町田　そのこ
3 魂手形 宮部　みゆき
4 ブラック・ショーマンと

名もなき町の殺人 東野　圭吾
５ 元彼の遺言状 新川　帆立
６ オルタネート 加藤　シゲアキ
７ 花下に舞う あさの　あつこ
８ 曲亭の家 西條　奈加
９ クスノキの番人 東野　圭吾
１０ 悪魔には悪魔を 大沢　在昌

　ひとり暮らしを始める人や、その親御さんに向けられた
本です。今日を無事に終え、明日を健やかに迎えられるよ
うな知識や技術が詳細に記されています。
　心身を養う一食を自分で準備できることや、毎日の家事
の積み重ねが、「自立して生きる」という点で、人生を豊
かにし、支え続けてくれると語られています。
　著者は2018年に事故で急逝されました。本書は同じ頃に
自立していくご子息へ遺された、最後の一冊となりました。
母親の愛が溢れています。

辰巳渚：著　文藝春秋　590／タツ

司書がすすめるこの一冊

「あなたがひとりで生きていく時に知っておいてほしいこと」

「
う
れ
Ｃ　
た
の
Ｃ　
う
つ
く
Ｃ

Ｃ
の
秘
密
展
」
は
じ
ま
り
ま
す
！

７月の休館日
月曜日　５日・12日・19日
展示替　13日㈫～16日㈮

　
見
て
楽
し
く
、
美
し
い
。
体
験
し
て
い
る

と
う
れ
し
く
な
る
。
そ
ん
な
現
代
美
術
作
品

を
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。
美
し
く
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
は
、
心
に
栄
養
を
与
え
、
ス
ト
レ

ス
へ
の
抵
抗
力
を
高
め
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
４
つ
の
展
示
室
を
20
分
ず
つ
体
験
し
な
が

ら
合
計
80
分
で
様
々
な
作
品
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
土
日
祝
日
及
び
８
月
は
完
全
予
約
制
で
す

（
7
月
の
平
日
は
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
）。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
電
話
で
予
約
の
上
、

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　
７
月
17
日
㈯
～
９
月
26
日
㈰

料
金　
一
般　
　

  　
　

 

５
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　
団
体
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
来
館
時
に
は
マ
ス
ク
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ゲ
ス
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
く
ね
く
ね
さ
ん
を
つ
く
ろ
う
！
》

　
色
画
用
紙
を
貼
っ
た
り
、
色
鉛
筆
で
描
い
た

り
し
て
ク
ネ
ク
ネ
動
く
作
品
を
つ
く
ろ
う
。

◎
４
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

定
員　
先
着
20
人

時
間　
午
後
１
時
～
４
時
（
参
加
受
付
は
当
日

１
階
・
創
作
室
で
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

指
導　
寺
尾
堂
さ
ん

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

定
員　
各
日
先
着
20
人

時
間　
午
後
１
時
～
４
時
（
参
加
受
付
は
当
日

１
階
・
創
作
室
で
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

《
青
空
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
》

◎
３
日
㈯

参
加
費　
１
０
０
円

《
ス
ト
ロ
ー
ダ
ー
ツ
》

◎
10
日
㈯
・
11
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
く
る
く
る
回
転
凧
》

◎
17
日
㈯
・
18
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
ミ
ニ
卓
球
キ
ッ
ト
で
あ
そ
ぼ
う
》

◎
22
日
㈷
～
25
日
㈰

材
料
費　
４
０
０
円

《
マ
イ
金
メ
ダ
ル
》

◎
31
日
㈯
・
８
月
１
日
㈰

材
料
費　
２
０
０
円

※　

内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

旭
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
の
た
び
F
A
X
が
開
通
し
ま
し
た
。

Fax　
�
０
０
２
０

くるくる回転凧



毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 –1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45–1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 –2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32 –2800

浜
田

市
広

報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

広
報

７ 令
和
３
年

N
o.243

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（

代
表

）
　

　
https://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　700円（600円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,371 18,380 20,123 38,503
金 城 1,886 1,929 2,107 4,036

旭 1,336 1,330 1,301 2,631
弥 栄 654 561 620 1,181
三 隅 2,822 2,772 2,958 5,730
合 計 26,069 24,972 27,109 52,081

（単位：人）
人　口（５月末現在）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

石
本
正　
生
き
も
の
讃
歌

期
間　
７
月
６
日
㈫
～
10
月
24
日
㈰

　
幼
少
期
、
自
然
豊
か
な
石
見
の
地

で
育
っ
た
日
本
画
家
・
石
本
正
（
１

９
２
０
‐
２
０
１
５
）
に
と
っ
て
、

動
物
や
虫
は
と
て
も
身
近
な
存
在
で

し
た
。
そ
ん
な
彼
の
作
品
に
は
、
鳥

や
水
中
の
生
物
な
ど
様
々
な
生
き
も

の
が
描
か
れ
ま
し
た
。
移
ろ
い
ゆ
く

生
命
、
寄
り
添
う
家
族
の
絆
…
彼
の

作
品
に
描
か
れ
る
生
き
も
の
は
、
そ

の
存
在
を
と
お
し
て
人
間
の
営
み
を

も
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
石
本
が
生
き
も
の
と

向
き
合
い
生
ま
れ
た
力
強
く
も
温
か

み
の
あ
る
作
品
約
30
点
に
加
え
、
未

公
開
の
デ
ッ
サ
ン
を
多
数
展
示
。
女

性
像
で
広
く
知
ら
れ
る
石
本
の
意
外

な
一
面
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、

多
様
な
生
き
も
の
の
姿
を
楽
し
め
ま

す
。

「根瀝」１９５８年

【
企
画
展
示
室
】

第
11
回　
石
州
和
紙
に
描
い
た
日
本

画
展

期
間　
７
月
６
日
㈫
～
８
月
29
日
㈰

　
石
本
正
や
地
元
に
縁
の
深
い
日
本

画
家
25
人
に
、
石
州
和
紙
を
使
っ
て

思
い
思
い
に
作
品
を
描
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
画
家
が
石
州
和
紙
と
真

剣
に
向
き
合
い
生
ま
れ
て
き
た
魅
力

的
な
作
品
の
数
々
を
、
ぜ
ひ
会
場
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

奥村美佳「かくれ里」
２０２０年（昨年度出品作）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
し
た
入

場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無

料
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

●
～
三
世
代
＆
臨
床
美
術
～ 

大
驛

興
次
作
品
展

期
間　
７
月
10
日
㈯
～
25
日
㈰

　
金
城
町
在
住
の
大
驛
興
次
さ
ん
の

作
品
を
中
心
と
し
た
大
驛
フ
ァ
ミ

リ
ー
三
世
代
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
創
作
活
動
を

楽
し
み
、
臨
床
美
術
士
と
し
て
も
活

動
さ
れ
て
い
る
大
驛
さ
ん
一
家
。

　
水
彩
画
や
ち
ぎ
り
絵
、
木
工
作
品

か
ら
絵
手
紙
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
ま
す
。

◎【ワークショップ】
　シーグラスアート「かざり皿」

　砂浜で見かける「シーグラス」を使って、夏にピッ
タリ涼やかな「かざり皿」を作ります。セメントや
グルーガンを使いますので、汚れても良い服でご参
加ください。
日時　７月２４日㈯　午後１時～３時
参加費　７００円
対象　小学生～一般（小学３年生までは保護者同伴）
定員　１０人（要予約）
講師　アトリエカロス　琴野和世さん

●
第
８
回 

小
さ
な
世
界
展

期
間　
７
月
31
日
㈯
～
８
月
29
日
㈰

大驛興次「静物（水彩）」

　
５
月
15
日
㈯
、
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

が
市
内
で
行
わ
れ
、
山
陰
浜
田

港
公
設
市
場
前
か
ら
市
役
所
ま

で
の
2.6
㎞
を
聖
火
で
つ
な
ぎ
ま

し
た
。

　
ラ
ン
ナ
ー
は
ト
ー
チ
を
掲
げ
、

手
を
振
り
な
が
ら
沿
道
か
ら
の

声
援
に
応
え
て
い
ま
し
た
。

(

２
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載)

今月の表紙

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。
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